
島
根
。
円
城
寺
前
遺
豚

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
大
田
市
三
瓶
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月
を

一
九
九
三
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
田
市
孜
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
】込
藤
浩
巳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
ｉ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

円
城
寺
前
遺
跡
は
大
田
市
衝
地
よ
り
東
南
方
向
、
三
瓶
川
に
沿

っ
て
約

一
〇

�
上
流
の
三
瓶
川
中
流
部
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は
三
瓶
川
の
北
、
丘
陵
性
山
地

の
頂
上
に
近
い
標
高
約
二
五
〇

ｍ
に
位
置
す
る
天
台
宗
の
古
利
、

円
城
寺
の
旧
境
内
地
と
考
え
ら

れ
る
平
坦
地
に
立
地
す
る
。

円
城
寺
は
平
安
時
代

の
朱

雀
天
皇
の
時
代

（九
三
〇
？
九
四

六
）
の
朝
満
上
人
の
開
山
で
、

か
つ
て
は
僧
坊
四
八
坊
、
寺
領

三
千
石
を
有
し
隆
盛
を
極
め
た

と
伝
え
る
。　
周
囲
に
は

「良
西
坊
」

「寂
光
坊
」
な
ど
の
僧
坊
の
地
名
が
残
っ

て
い
る
。
発
掘
調
査
に
先
立
ち
、
現
在
の
境
内
地
周
辺
の
分
布
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
僧
坊
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
平
坦
地
が
広
範
囲
に
存
在
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
発
掘
調
査
は
ダ
ム
事
業
の
道
路
敷
設
に
伴
い
実
施
し
、
調
査
面
積

は
約
六
〇
〇
∬
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
多
数
と
礎
石
建
物
の
礎
石
の
一
部
、
小

鍛
冶
と
思
わ
れ
る
製
鉄
遺
構
、
溝
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
出
上
し
た
遺
物

に
は
土
器

。
陶
磁
器

。
鉄
製
品

・
石
製
品

。
木
製
品
が
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
は

検
出
し
た
柱
穴
の
位
置
や
荻
か
ら
何
度
か
の
建
て
替
え
が
あ
り
、
建
物
の
周
囲

に
溝
が
め
ぐ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
火
災
の
痕
跡
や
、
平
坦
地
が
斜
面

を
造
成
し
て
い
る
た
め
土
砂
崩
れ
な
ど
で

一
部
崩
壊
し
、
そ
の
後
整
地
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

出
土
遺
物
の
う
ち
、
土
器
に
つ
い
て
は
九
世
紀
の
須
恵
器

・
土
師
器
が
、
陶

磁
器
に
つ
い
て
は

一
二
？

一
五
世
紀
の
中
国
磁
器
や
常
滑
焼

・
備
前
焼
な
ど
の

国
産
陶
磁
器
が
あ
る
。
鉄
製
品
は
製
鉄
遺
構
の
周
辺
か
ら
鉄
津
と
と
も
に
出
土

し
て
い
る
釘
類
が
あ
り
、
石
製
品
に
砥
石

・
硯
な
ど
が
、
木
製
品
は
溝
か
ら
出

上
し
た
椀

・
曲
物

・
建
築
材
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
中
に
転
読
札
が

一
点
あ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物
の
中
で
寺
院
跡
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
白
磁
皿
に
墨
書
の

あ
る
も
の
や
褐
釉
四
耳
重
、
斎
串
な
ど
が
あ
る
。

転
読
札
が
出
上
し
た
溝
は
中
世
後
期
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
幅
約
二
ｍ
深

さ
約
六
〇

伽
で
、
両
岸
に
杭
が
多
数
打
ち
こ
ま
れ
、
護
岸
工
事
が
行
な
わ
れ
た

(大田・三瓶)
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と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
溝
内
か
ら
は
中
世
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
陶
磁
器

と
と
も
に
、
砥
石

・
硯
な
ど
が
出
上
し
、
転
読
札
は
こ
の
溝
の
上
層
か
ら
出
土

し
た
。

遺
跡
の
時
期
や
性
格
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
か
ら
中
世
の
円
城
寺
に
関
連

す
る
僧
坊
な
ど
の
建
物
跡
で
、
鍛
冶
工
房
に
つ
い
て
は
、
熱
残
留
磁
気
測
定
と

出
上
し
た
鉄
津
の
分
析
か
ら
、
中
世
前
期
の
小
鍛
冶
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

九
世
紀
の
須
恵
器
が
出
上
し
た
こ
と
で
、
円
城
寺
の
創
建
が

一
〇
世
紀
前
半
と

す
る
寺
伝
よ
り
更
に
古
く
な
る
と
い
う
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
調
査
結
果
か
ら
、
広
範
囲
に
存
在
す
る
平
坦
地
は
か
つ
て
の
僧
坊
跡
と
考
え

ら
れ
、
今
回
検
出
し
た
も
の
と
同
様
な
遺
跡
が
存
在
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔奉
ヵ
〕
　

〔般
　
経
　
護
ヵ
〕

「
□
転
読
大
□
若
□
守
国
□
□
」

Ｎ
『
Ｎ
×

卜
Φ
×

Ｎ
　

Φ
Ｐ
μ

ω
は
大
般
若
経
の
転
読
札
で
あ
る
。
守
護
□
□
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
守
護
の

下
は

「国
家
」
あ
る
い
は
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
来

転
読
札
は
そ
の
性
格
か
ら
寺
院
側
に
残
る
場
合
は
少
な
い
が
、
何
ら
か
の
事
情

で
寺
院
側
に
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
後
期
の
円
城
寺
周
辺
の
在
地
領
主
に
つ
い
て
は
、
文
献
や
近
隣
の
神
社

の
棟
札
に
現
わ
れ
る
佐
波
氏
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
転
読
札
は
佐
波

氏
か
そ
の
周
辺
の
在
地
領
主
に
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（遠
藤
浩
巳
）




